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(181号)
可量v・eも言主表ま童若宮鞠霊2月20日昭和前年 (1972年〉(1) 

h 今

1月末人口世帯数

人口 14，270人
( 1月中の異動=転入

46 転出 47 出生 14

死亡 7 職権記載5

職権消除 1= 8人増〕

世帯数 3，866世帯

〔↑月中の異動〕
= 2世帯増

発行所

長浜町役場

愛媛県喜多郡

r嗣百扇面両面刷限

ノ
出
る
か
ら
x

で
は
な
く

臨
海
工
業
開
発
が
進
ん
で
い
一
私
た
ち
個
人
個
人
の
家
庭
か
ら
一
の
設
置
に
つ
づ
い
て
、
こ
の
一
一

る
わ
が
長
浜
町
。
こ
の
開
発
は
一
も
絶
対
出
さ
な
い
よ
う
に
し
な
一
月
二
十
一
日
に
は
、
「
長
浜
町
一

絶
対
に
公
害
の
な
い
、
し
か
も
一
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
公
窓
口
モ
ニ
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
一

長

浜

町

民

に

利

益

の

あ

る

開

発

一

町

で

は

こ

の

よ

う

な

方

針

で

一

し

た

。

一

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
一
公
害
防
止
対
策
に
は
手
を
ゆ
る
一
こ
れ
で
、
公
害
対
策
に
か
ん

公
害
は
、
こ
の
開
発
に
よ
る
も
一
め
る
こ
と
な
く
最
善
の
努
力
を
一
す
る
組
織
は
一
応
整
っ
た
こ
と

の
ば
か
り
で
は
な
く
、
町
内
に
一
つ
づ
け
て
い
ま
す
が
、
昨
年
九
一
に
な
り
ま
す
。

既
存
し
て
い
る
産
業
、
さ
ら
に
一
月
の
長
浜
町
公
害
対
策
審
議
会

/
出
さ
せ
な
い
/
?ご
め

長
浜
町
公
害
モ
ニ
タ
ー

と
は

温
一
「
長
浜
町
公
害
モ
ニ
タ
ー
」

小
一
と
は
、
町
内
で
発
生
し
た
公
害

ニ
一
に
か
ん
す
る
情
報
を
収
集
し
、

一
モ
一
町
長
に
報
告
す
る
こ
と
を
受
け

U
一
持
っ
て
い
た
だ
く
人
の
こ
と

を
一
で
、
町
長
が
委
嘱
(
依
頼
)
す

叩
二
る
も
の
で
す
。
任
期
は
二
年
。

山
一
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ

明
一
い
た
か
た
が
た
は
左
記
の
と
お

説
一
り
。
総
数
回
十
人
で
、
長
浜
地

区
に
十
三
人
の
ほ
か
、
各
地
域

で
は
一

i
三
人
の
方
に
お
願
い

亀
井
カ
ナ
子

横中
道上

政陸
雄子

小悶奥
西本田
千卯
恵洋三
子子郎

後

藤

実

玉
川
喜
久
子

開発関誌

，
L
U
一二

A
斗
F
生

什
-
犯
開
発
課
員
、
臨
海
て

業
用
地
分
譲
に
つ
い
て

研
究
の
た
め
、
先
進
地

(
香
川
県
丸
亀
市
)
の

制
査
を
実
施
。

刊
以
・

6
小
浦
地
区
を
公
営
住

宅
建
設
候
補
地
と
し
て

土
地
所
有
者
と
の
協
議

お
こ
な
可
。

刊
は
・

2

低
開
発
地
域
振
興
事

業
お
よ
び
過
疎
地
域
振

興
事
業
に
か
ん
す
る
入

札
お
こ
な
う
。
事
業
お

よ
ひ
入
札
の
結
果
(
落

札
者
、
金
額
)
は
つ
ぎ

の
と
お
り
。
①
無
事
喜

地
集
会
所
建
設
工
事
リ

↑
公
営
住
宅
建
設
候
補
地
(
小
浦
)

い
ま
し
た
。

表
面
か
ら
正
し

く
ご
理
解
を

一
ろ
い
ろ
と
組
織
を
つ
く
り
防
止

一
策
を
ほ
か
れ
ば
は
か
る
ほ
ど
、

一
裏
面
か
ら
の
解
釈
も
深
ま
り
、

一
「
公
害
が
出
る
か
ら
こ
の
よ
う

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
い
一
な
防
止
策
が
、
必
要
な
の
だ
ろ

相
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い苦るこ査定ボ④浜況②しかにら体 て十五四人人別者十者こ し
て情産とののア昭町③長てなモ委育委い五十十、、で六人十十まて
説処業⑦ここ K和公昨浜①けニ嘱館嘱ま iI五四三は人、四ーたい
明理)地とと 電害年町モれタ状で式す六五 t十十三、漁人人内ま
やのに易⑥⑤ K工対九開ニば lをおは。十十四 l五卜勤業、。容す
打こお産住産と K 策月発タなと交こ一 歳四十四 II労者無職は。
合とけ業民業のら審に計 l らし付な月 11歳九十三三者七職業男
せ|る(健公公 K 議発函のなてすい二 五 11歳四十卜主人者別十
をな公町康害害、会足と任い知る、十 人八 11歳九四人、(で九
おど害内調事防昭のしそ務こつと町一 と人十 11歳歳。商主は人
こに関に査前止和こたのなとてと長日 な、人三 11 11年工婦農、
なっ係ちの調協サと主主現どとおもか町 つ五、人八六令業)業女

によでこかな す百「なごい惨焼んの
「ラものら悲そ。六ひらとまな死で老こ
老、明よおしこ 十と私です事|い人の
人ーるうこいで 人り+は。故とたがと
家月くなさ事町 も暮(よあこがい
庭か過おな故で おしぶりれ椙ラ寝いろ

課主主主22qI2面252f524
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をごだ少まのよ らがもな{也つい人か暮

けな に絡れそだを庭務す人た としい
わし相となににのく常(はるで方相にのて
ば談はつも必他こに独、も、は談し老
な員いて当要いとは居ひの町後員ま人こ
らをえいつなろの握老とで長記にしをの
なわ、まて助いほし人りすがのなた見よ
いざなすい言ろかて家暮。委かっ。守ラ
よわぜ。たゃな生お庭し具 l属たて つな
ラざこ だ指相活い)の体(がい てひ
な置の く導談、ての老的依たた ゆと
位かょ こ、、身い実人な頼十だ くり
のな 7 と連そ上た態家任)三い こ暮
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28 27 
決六 K惣宅 こにに業員常事 IJj共の百
定千独瀬建小なつか用会任業町で同大五
六身の設浦ラいん地ひ委特議長作石卜
百寮昭候地。てす第ら員別会浜業工万
平建和補区 審るーきと委のの場務円
方設電地を 議基工、の員地徳 I1 J;5で
JM用工に公 検本区臨合と域山三②下
買地 K決営 討事分海同総開建百沖須
収約・定住 お項譲工委務発設万 j甫戒

1 1 1 1 47 
年

28 21 19 17 12 
う設 市忠決委 込ち こ身
向。用小氏氏定員同み分臨な寮昭
地浦)副(会分受譲海ラ建和
会会ひ譲付地工。設電

実公 長長ら地開の業 用工
汲IJ営 11 11き分始分用 地 K
お住明一、譲。譲地実
こ宅 関宮役選 市の 泊JK
な建 定泰員考 しラ お独

ラ
」
と
い
ろ
考
え
方
も
当
然
生

ま
れ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
公
害
対
策
と
は
、
決
し
て

そ
の
よ
ラ
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。す
な
わ
ち
、
公
害
が
出
て
か

ら
ρ

ど
う
し
よ
う
u
と
い
う
よ
ラ

な
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
が
間
違

い
で
あ
っ
て
、
工
業
が
進
出
し

て
く
る
、
世
の
中
が
進
歩
し
て

く
る
、
そ
ろ
い
う
変
化
が
予
想

さ
れ
る
前
に
、
あ
ら
ゆ
る
各
度

か
ら
調
査
を
し
、
対
策
を
立
て

て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
害

を
出
さ
せ
な
い
よ
ラ
に
す
る
こ

と
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

ど
う
ぞ
表
面
か
ら
正
し
く
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

の
だ
ろ
ラ
か
。
こ
の
機
会
に
あ

な
た
も
ぜ
ひ
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
。

中
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、

A
寸
後
は
た
し
て
、
こ

の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま
で
よ
い

過
大
包
装
は

グ
ゴ
ミ
ク
ズ
公
害
d

ド
ラ
イ
と
内
エ
ッ
ト
。
ド
ラ

イ
は
乾
燥
、
ウ
エ
ッ
ト
は
湿
潤

乾
い
た
状
態
と
湿
っ
た
状
態

を
表
わ
す
こ
と
ば
だ
が
、
近
ご

ろ
は
人
聞
の
性
格
に
多
く
使
わ

れ
、
ド
ラ
イ
と
い
え
ば
自
由
気

ま
ま
で
割
り
切
っ
た
行
動
を
す

る
若
い
人
と
い
ラ
ふ
う
に
考
え

ら
れ
て
い
る
。

wv
も
と
も
と
日
本
人
の
民
族
性
一

は
ワ
エ
ッ
ト
の
方
で
あ
る
と
忠
一

わ
れ
る
が
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
風
一

が
大
い
に
流
行
し
、
こ
の
よ
う
一

な
風
潮
が
は
び
こ
っ
て
き
た
o

…

V
自
由
主
義
、
自
由
競
争
の
大
一

本
山
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
建
一

国
の
は
じ
め
か
ら
つ
ち
か
わ
れ
一

た
風
潮
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
行
…

動
が
板
に
つ
い
て
い
る
よ
う
に
悼

み
え
る
が
、
日
本
の
は
、
い
か

に
も
借
り
物
ら
し
く
て
不
自
然

さ
が
自
に
つ
く
。

wv
と
い
う
の
も
、
本
当
に
自
由

で
割
り
切
っ
た
姿
は
、
明
る
く

ほ
ほ
え
ま
し
い
印
象
を
相
手
に

与
え
る
も
の
だ
が
、
日
本
人
は

も
と
も
と
が
ウ
エ
ッ
ト
性
な
の

で
、
な
ぜ
か
あ
け
っ
び
ろ
げ
で

は
な
く
、
何
か
を
隠
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ
。

wv
若
く
て
ド
ラ
イ
だ
と
み
ら
れ

る
人
間
で
も
日
本
人
は
年
令
や

職
業
や
成
績
の
点
数
や
給
料
や

財
産
や
恋
人
の
こ
と
な
ど
隠
し

た
が
る
日
本
人
本
来
の
ワ
エ
ッ

ト
性
が
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
る

V
さ
ら
に
も
っ
と
悪
い
こ
と
に

は
自
分
の
秘
密
は
隠
し
て
お
く

が
他
人
の
秘
密
は
陰
険
に
こ
れ

を
あ
ば
き
立
て
て
や
っ
つ
け
て

や
ろ
う
と
い
ラ
風
潮
が
あ
る
こ

と
だ
。

マ
自
分
の
、
秘
密
が
大
事
な
ら
、

人
の
秘
密
も
大
事
に
す
べ
を
だ

し
秘
密
主
義
が
悪
い
と
い
う
な

ら
自
分
も
秘
密
を
隠
さ
ぬ
こ
と

に
な
ら
な
い
と
調
和
が
と
れ
な

、LVマ
政
治
の
周
辺
に
も
生
活
の
周

辺
に
も
こ
の
へ
ん
の
ず
れ
が
か

な
り
自
に
つ
く
こ
の
ご
ろ
で
あ

る。
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年

交

通

事

故

日
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原

46年度交通共済見舞金
94万円支払う

交
通
事
故
で

死
傷
し
た
場
合

加
入
し
て
い
れ

ば
見
舞
金
を
受

け
る
こ
と
が
で

ぎ
る
交
通
共
済

制
度
。四
十
六
年
度

分
の
加
入
状
況

と
見
舞
金
支
払

状
況
は
つ
智
の

と
お
り
で
す
。

i上記日誌の中の語訳 軽貨=軽四輪貨物車，軽乗=軽四輪乗用車，普貨二普通四輪貨物車，普乗=普通四輪採用車 l
大貨=大型貨物主主，タク=タクνー，単=単車，自=自転車，歩=歩行者，テ一二アーラー，マB一マイクロパス lま互激り行つが転 お況

ー ; Iすい増ま長起多をまりを昨
大B=大型ノミス，物損ニ車の破損，安運義違反=安全運転義務違反(ハンドノレやブレーキの操作，不確定，わさ見 I'0どしす浜こく怠た 、ま年
:運転，速度不適当などのこと) 一 ! のて。支つ、っそだとー

よい前!苫て中たのいめ年
ろま年前いでこ内たて間
なすとのるもと容いみに
こ。の交と本にを六ま町
と特比差こ町よ見日し内
にに較点ろ通るるごたで
注車は。がりもとと。発
意を都③三がの』にこ生
し運合沖か多が皐起れし
な転に浦所い多曹とにた
けさょの(こいでつよ交
れれり長①とこ白てる通
ばるで浜こなと且いと事
な方き町土 ξ五輩る咋故
ら、ましハか よFζ 特

なとせん区わそ皐と宮警

は主義突す書芸25警
か況し却野まは宣り工に
考をた場食すやまま jR届

2T竹善玉?zt本宮
市たいリ

みご事この、|日〉 注:あ
たら故ろ交同長L- CJ つ
いん定の差じ浜と 事た
もい町カ点場町展 望分
のた内 l 。所内因 かだ
だだでプ②で(は 起け
といも〉広二街安 こ)
恩て年も島件内全 つの
いお々あ銀ず)運 て状

因
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民自引の7よ21わ21.2¥け λ21.6151E115211t司221.6151.2グ 1bZ15よii2221.7117311」Uお1V122勾?i62.21bぉυυι
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歩 自:・・・・・・・ | 

民主主主主主主主的白 書主性問葉書?歩歩購歩主歩単葉 時草場葉自殺歩鰐歩譲歩計事

普 i つ~I
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一一損二車三三畳二三f 一二 畳二主て一二三量一損一一一 損ー損一一 損一二 損ー損 損一塑二二一皇士一畳二畳旦i 盲

一一一一夏草百五1 奈要一徐 1妄捺 一 安と 安徐安係一一妄吾蛮ー←安徐翫一 安:~ 安
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害
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死

亡

重

傷

軽

傷

車
破
損

¥
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因

別
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事
故
件
数
¥

安
全
運
転

義
務
違
反

徐
行
違
反

飲
酒
運
転

と
び
だ
し

車
間
距
離

不

適

当

一

月

二

月
三

月

四

月

五

月

六

月

七

月
八

月
九

月
一
O
月

一
一
月

一
二
月

く内容別事故件数〉

監ゐ二
一
人一O
人

ニ
O
人
一O
三
台

四
四
件

一O
件

四
件
一
件

一
件¥

時

間

別

/

/
事
故
件
数
¥

O
時

i
五
時

五
時

t
八
時

事
故
多
発
地

大
野
食
堂
の
と
こ
ろ

の
交
差
点25 

件

。
件
六
件
一O
件

ズ
自動車と歩行者の事故 11件

¥
こ
の
図
に
記
入
し
た
も
の
の
ほ
か
に

下
須
戒
の
柿
の
久
保
林
道
、
上
老
松
林
道
、
町
道
大
平
線
(
白
滝

t
戒
川
間
)
、
町
道
山
滝
柴

線
(
白
滝
1
柴
間
)
、
橋
立
農
道
(
今
坊
)
で
そ
れ
ぞ
れ
一
件
づ
つ
の
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す

久

件

白

10 

下須戒

件

事故多発地
沖浦の長浜町じん芥焼却場の

ところのカーブ

8 

茂 3件

生

丘量
三百乙

櫛8件

自動車と自転車の事故 4件

竹長一ローグγ-
列車と自動車の事故 1件

自動車の単独事故

これまでに

加
入
状
況

↑
加
入
者
数
日
四
千
四
百
五
十

一
二
人
(
お
と
な
三
千
二
百
四
人

一
・
こ
ど
も
千
二
百
四
十
八
人
)

加
入
率
リ
一
三
・
七
三
和
利

一
加
入
金
額
H
H
百
四
十
I

ハ
万
五

千
四
百
四
十
円
。

↑
見
舞
金
支
払
状
況

↑
(
二
月
二
十
日
現
介
。

一
級
(
五
十
万
円
)
日
一
人

一
一
一
級
(
十
万
円
)
日
一
一
人

一
三
級
(
五
万
円

)
Uコ一人

一
四
級
(
一
一
万
円

)
U一一一人

一
五
級
(
五
千
円

)
U六
人

交
通
事
故

絶
滅
を
宣
言

伊
予
長
浜
郵
便
局

交通事故絶滅を宣言する伊予長浜郵便局員一同

起出録のは に洲滅がつをず交運内列通 転永るつ戸
し入す立「こ手警の職、宣、通転の席安宣を久十て局伊
てりる看交の渡察宣員つ言ま事を各し全言誓絶二い長予
いの掲板通日し署言をづしず故す職、協式い滅月るを長
また示と事かま長文代いま当追れ場城会に合をここは浜
すび板無故らしJtを表てす局放ばが戸かはい宣十十じ郵
。にを事絶同た山読し藤。かは、そ局ら地ま言日人め便
注と故滅局。望みて測」ら実長ろ長幹元しし、全免局
意り日宣通 白あ、外と事現浜っか掠警た、交員許で
心つ数言用 型げ事話ぁ叢す町てら宍暴。安通が証は
をけを局門 官、故主いゼるか安「人と 全事、を
喚、記」に さ大絶任さ口はら全町が交 運故さ持城
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け

持

っ

て

い

ま

す

名

で

フ

ル

運

転

を

し

て

お

り

、

ー

ぬ
ま
ず
公
害
対
策
に
つ
い
て
は
こ
の
焼
却
炉
に
よ
っ
て
収
集
区
山

f
J戸
1
7
/

;

:

 

判
間
も
な
く
建
設
が
始
ま
ろ
う
と
域
の
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
た

J
7
市
五
伊
仙
げ
/

ば
し
て
い
る
昭
和
電
工
、
昭
和
サ
く
さ
ん
の
こ
み
と
、
町
内
事
業
h

J

りつ
F
l
J
J機
苫
河
ど

唱
ボ
ア
社
と
の
公
宝
口
防
止
協
定
に
ま
ら
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
川
村

/
¥
μ
¥過
♂
¥
¥
出
ほ
ど
と
な
り
、
メ
ン
九

l

U

よ
る
公
害
対
策
、
ま
た
今
後
企
を
処
理
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ヘ
三
千
九
は
こ
の
会
を
「
貯
金
会
」
と
も

し

す

業

が

立

地

さ

れ

た

場

合

の

そ

れ

す

ま

す

ふ

え

て

く

る

廃

棄

物

の

山

止

、

い

っ

て

い

る

。

閥
抗
と
、
も
う
一
つ
町
内
に
あ
る
産
処
理
に
頭
を
痛
め
て
お
り
ま
…
の
一
拾
い
わ
れ
叫
け
げ
か
り
例
会
の
場
所
は
メ
ン
バ
ー
宅

に
こ
業
か
ら
発
生
す
る
公
害
問
題
に
す
Q

家
庭
用
と
し
て
出
さ
れ
る
h

o

や
喫
茶
屈
が
多
い
0

1

ハ
人
と

上
と
つ
い
て
の
苦
情
処
理
と
を
取
り
ご
み
の
中
へ
は
不
燃
物
(
ピ
シ
)
あ
る
o

b
、
そ
う
で
は
な
い
う
人
数
が
集
ま
り

た

、

メ

ン

バ

ー

は

名

前

ほ

認

識

制

校
封
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
類
、
ヵ
ン
類
、
な
ど
)
は
混
入
し
一
ど
こ
昔
く
も
な
く
多
〈
も
主
や
す
い
と
い
う
好
麟
麟

盟
関
係
機
関
と
し
て
は
公
害
対

t
い
よ
よ
、
こ
れ
叶
は
各
区
…
い
っ
現
在
の
平
均
年
令
三
十
前
条
件
で
あ
る
〉
と
鞠
別

骨
針
策
審
議
会
、
公
害
モ
ニ
タ
ー
カ
こ
と
に
用
意
さ
れ
て
し
る
不
燃
川
こ
の
や
っ
ち
五
人
は
妻
子
あ
り

J
1
W
う

ま

で

も

な

融

情

長
器
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
物
入
れ
ド
ラ
ム
片
山
に
入
れ
る
な
一
で
、
袋
、
り
ひ
と
り
は
壮
旧
宮
司
し
た
こ
の
会
の
噛
時

喧
胞
か
た
が
た
と
連
絡
を
と
り
な
と
し
て
こ
協
力
く
だ
さ
る
よ

J
近
。
み
な
こ
の
長
浜
で

jι
什
運
営
を
見
る
と
実
醸
し
炉

問
刊
が
ら
公
害
問
題
に
対
処
し
て
い
お
願
い
し
ま
す
。
山
ず
め
よ
可
と
す
る
者
ば
か
り
で
に
う
7
ら

や

ま

し

い

鱗

糊

た
降
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
o

と

最

後

に

葬

祭

施

設

の

関

係

に

~

あ

る

。

ほ

ど

う

]

く

や

っ

輔

翻

の
た
び
発
足
し
ま
し
た
公
害
モ
つ
い
て
は
、
昔
か
ら
冠
婚
葬
祭
)
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
の
て
し
る
0

.

鶴岡問

ニ
タ
!
は
、
町
内
各
地
区
か
ら
と
、
わ
も
る
と
お
J
葬

祭

の

最

‘

、

ま

ず

、

大

い

に

麟

噛

側

し

j
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7

は

、

も

ラ

七

、

八

年

前

と

し

・

・

職

問

14

1
u
一
一
衛
生
課
の
環
境
係
で
す
。
昨
出
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
終
施
設
で
あ
り
、
現
在
歪
の
山
か
ら
、
二
十
二
、
一
ニ
歳
の
青
春
盛
喰
ベ
ペ
飲
ん
で
語
翻
鰭

4
9

軒
一
年
四
月
一
日
の
機
構
改
革
に
よ
も
し
皆
さ
ん
方
の
地
区
で
公
害
火
葬
炉
が
あ
り
ま
す
が
、
陰
気
〈
ん
な
と
き
。
名
付
け
の
心
境
も
り
合
う
と
い
ろ
点
轍
聞

い
帥
一
り
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
名
の
問
題
が
起
っ
た
場
合
に
は
遠
慮
さ
を
な
く
し
、
壮
重
さ
を
く
ず
~
わ
か
る
。
が
、
当
時
の
模
様
は
で
は
、
と
れ
を
と
麟
舗

で

州

一

と

お

り

、

町

の

環

境

美

化

に
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だ

さ

さ

な

い
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う

っ

、

周

囲

の

環

境

長

後

に

し

て

。

っ

て

も

抵

抗

が

な

時

h

，

幸

e

一
め
よ
う
と
い
ラ
こ
と
で
設
置
さ
い
Q

備
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
い
現
在
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
大
く
万
人
が
好
む
と
蹴
鞠

一
体
改
津
一
れ
た
係
で
す
。
私
た
ち
の
し
ご
つ
ぎ
に
汚
物
処
理
に
つ
い
て
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
、
し
ご
一
い
に
食
べ
飲
ん
で
語
り
合
う
と
こ
ろ
。
も
ち
ろ
ん
鱗
轍

一

任

毎

一

と

は
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ご

存
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の
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昨
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と
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問
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品
広
一
一
、
公
害
対
策
の
こ
と
に
一
日
二
十
ト
ン
の
ご
み
が
処
理
ば
か
り
に
終
り
ま
し
た
が
、
九
千
円
ず
つ
の
出
し
合
い
貯
金
を
に
は
お
金
が
か
か
欝

一
襲
長
二
二
、
汚
物
処
理
の
こ
と
で
き
る
大
型
焼
却
炉
を
建
設
互
い
の
力
を
合
わ
せ
て
す
ば
ら
~
す
る
と
い
ラ
月
例
会
を
つ
づ
け
る
は
ず
だ
虫
、
こ
麟
側

一
語
係
係
一
三
、
葬
祭
施
設
の
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と
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操
業
を
開
始
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い
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縄
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ニ
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し
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ま
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ラ
Q
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貯
金
も
今
で
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約
四
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五
十
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誰
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の
オ
ゴ
リ
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騨
閥

3
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、
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吉
永
喜
一
と
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よ
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と
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け
て
い
る
o

つ
ま
り
、

…
「
小
さ
な
親
切
」
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な
さ
ん
は
二
」
川
口

U
U

七
百
五
日
麟
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轍
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辺
る
旦
ペ
ワ
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吻
l
J
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一
大
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飲
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も
ゲ
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三
川
口
町
日
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一
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日
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鰭
鎌
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さ
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環

尚

一

J
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く
て

J
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ワ
リ
カ
シ
制
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っ
た
よ
ラ
な
風
潮
の
中
で
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ひ
と
き
わ
私
た
ち
の
心
を
ほ
一
一
て
お
ら
れ
マ

;
T
Y長
端
銭
円
一
く
の
一
豊
か
な
生
活
と
い
ラ
こ
と
を
の
は
今
す
く
と
い
ラ
こ
と
が
豊
一

一
ぐ
し
て
く
れ
る
暖
か
い
ひ
び
ぎ
を
も
っ
」
ば
子
山
一

E下
車

i
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ほ

一

な

ん

一

考
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と
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う
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さ
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近
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一
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i
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す

る

人

の

今

〆

一

J

一
辺
町
一
か
な
生
活
と
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一
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を
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る
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婦
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せ
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:
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:
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い
一
れ
て
い
る
と
い

1

一
そ
ラ
だ
一
一
一

C

(
カ
ラ

l
テ
レ
一
さ
れ
た
元
日
本
一
恥
人
、
横
井
さ
一

一

と

し

て

地

域

の

民

生

委

員

の

推

一

他

人

の

お

墓

も

ハ

一

ビ

、

ル

i
ム

ク

ん

は

文

化

と

薦

を

受

け

、

東

京

に

あ

る

「

小

さ

一

パ

っ

し

ょ

こ

い

今

村

選

芋

が

一

l
-フ
i
、

自

動

/

/

誌

か

文

明

と

か

↑

な
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切
運
動
本
部
」
か
ら
表
彰
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f

i

ん

一

車

)

の

そ

ろ

っ

ミ

州

市

西

却

は

別

と

し

一

一
さ
れ
ま
し
た
o

そ

の

人

は

白

山

一

そ

う

じ

防

庁

最

優

秀

賞

μ

一

て

い

る

こ

と

だ

然

、

心

l

て
、
豊
か
一

の

都

築

ミ

ツ

ル

さ

ん

(

五

十

七

一

一

っ

た

。

そ

れ

に

白

い

建

な

生

活

と

忠

一
歳
)
、
長
浜
十
三
区
の
同
オ
キ
悶
さ
ん
は
、
自
分
の
う
ち
の
わ
が
長
浜
町
の
誇
り
女
子
砲
一
パ
パ
抜
台
、
。
ユ

/

d

l

わ
れ
る
ト
と

一
エ
さ
ん
(
六
十
八
章
、
同
区
一
お
墓
そ
ラ
じ
の
つ
い
で
に
、
近
丸
投
げ
四
十
五
年
、
四
十
六
年
一
イ
ヤ
イ
ャ
、
し
し
仁
か
ら
全
く
無
一

一
の
津
五
¥
;
ん
(
五
十
七
歳
二
所
の
お
墓
も
き
れ
い
に
そ
う
じ
国
体
二
年
連
続
大
会
新
記
録
優
一
大
学
を
卒
業
し
し
憂
レ
禄
で
も
何
と
一

一

一

寸

し

:

ら

れ

、

大

ぜ

い

ゆ

人

勝

者

で

あ

る

二

十

一

一

一

5
4一
て

な

く

っ

ち

ゃ

日

程

そ

一

一

{

八

年

も

一

J
j
j
r
p
J
i
ι
?謝
さ

れ

て

し

三

脅

さ

ん

二

十

四

歳

(

済

者

一

あ

話

し

に

な

ら

美

主

ま

ら

礼

一

一

駅

に

生

花

い

げ

日

1

h

日
伊
J
仁
川
江
自
主
一
ん
ド
て
た
い
せ
つ
な

i
;一
ま
た
、
考
え
た
。
た
コ
/
一

一

旅

人

の

心

ほ

ぐ

す

知

一

毎

朝

道

路

一

一

県

ス

ポ

ー

ツ

賞

ら

表

彰

式

で

、

一

忘

れ

て

40
家
だ
、
マ
イ
ホ
一
豊
か
な
生
活
と
は
、
い
っ
た
一

一

，

一

個

人

種

目

の

郊

で

た

だ

ひ

と

り

一

，

L

一

一

一

都

一

そ

う

じ

十

年

払

一

一

最

優

秀

賞

に

選

ば

れ

ま

し

た

o

一
l
ム
だ
o

と
い
ラ
こ
と
に
な
る
↑
い
な
ん
な
の
だ
ろ
う
か
。
ぁ
三

都

築

さ

ん

は

、

と

か

く

殺

嵐

田

私

た

ち

の

町

か

ら

こ

の

よ

う

一

と

だ

ん

な

さ

ん

が

欲

し

く

な

る

一

声

が

私

に

さ

さ

や

く

。

一

旦
旦
と
い
わ
れ
る
駅
の
待
合
室
引
↑
気
持
よ
い
横
町
通
り
津
一
な
名
選
手
が
出
た
こ
と
を
、
ぁ
一
奥
さ
ん
が
欲
し
い
Q

一

青

山

然

一

一
せ
め
て
花
で
も
生
け
て
、
列
車
一
津
田
さ
ん
は
、
少
し
で
も
よ
一
ら
た
め
て
喜
ぶ
と
と
も
に
、
今
一
よ
し
、
善
は
急
げ
だ
、
順
序
一

f
l
L
パ

↑
を
待
つ
人
の
心
の
な
ぐ
さ
め
に
一
い
こ
と
を
し
よ
ラ
と
、
も
ラ
十
一
村
選
手
に
祝
福
の
拍
手
を
お
く
一
も
ヘ
チ
マ
も
リ
ノ
ク
ツ
は
つ
け
ら
一
そ
し
て
、
健
康
一

一
し
た
い

l
と

、

も

ラ

十

二

年

ご

一

年

以

上

も

前

か

ら

毎

朝

町

内

横

-

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

一

れ

る

。

と

に

か

く

間

に

合

ラ

も

一

一

(181号)
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小さな親切に大きな感謝

三幹部から表彰

議室室経車掌電車騒議室三議室審議繋

3婦人

出
海

フ
イ
フ
イ
シ

田
中
回
回
子

ら
は
一
つ
の
通
帳
に
納
め
た
こ

の
貯
金
に
貸
出
し
制
度
な
る
も

の
を
設
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、

羽
在
額
の
半
額
以
下
で
あ
れ
ば

が
大
き
い
原
閃
か
も
知
れ
な
い
つ
で
も
円
由
に
引
き
出
し
て

い
」
「
集
ま
る
こ
と
に
金
銭
的
抵

い
汎
が
な
い
一
と
い
う
。
利
用
で
き
、
三
か
月
以
内
に
二
一

:
い
:
ー
ゲ
h

一J
i
-
-
y
;

、
分
の
利
子
を
つ
け
て
返
納
す
れ
一

ま
た

J
Y

し
に
当
町
と
と
し
戸
ノ
、
t

l

i

」

一

±

l

3

い

い
V

う
し
く
み
の
も
の

点
で
は
、
メ
ン
バ
ー
の
顔
ぶ
れ
引

D

O

L

G-h
た
ち
お
互
い
金
銭

を
見
れ
一
工

錨

お

鐙

ド

ト

J
川
面
に
つ
い
て
は
ピ
ン
チ
を
き
た

吋

轍

!

と

す

こ

と

は

多

い

υ

し
か
し
、
こ

V
機

献

す

な

わ

ち

;

調

盤

の

メ

ン

バ

ー

に

限

つ

て

は

そ

の

す

欝

食

料

品

屋

d
ト
〉
亡
、
:
、

D

i

一

隣

る

理

案

、

作

名

を

な

し

と

し

う

〈

ま

た

①

ひ

た

す

ら

に

あ

ゅ

ん

だ

道

斜

盤

お

互

い

の

結

熔

祝

い

や

、

こ

と

一

(

大

鉛

J
貝
)

麟

時

抑

制

百

訪

日

刊

行

詰

桂

一

②

鞍

馬

天

淘

一

t
七

巻

目

一

翻

訳

語

持

二

び

ぺ

」

と

な

く

大

い

に

役

立

一

③

矢

野

玄

道

の

れ

判

次

郎

)

一

鑑

川

和

宇

一

U
Uじ
い

れ

れ

μ一
(

普

通

敏

)

一

麟

金

い

っ

た

顔

つ

け

よ

う

は

な

い

よ

う

す

で

④

親

子

読

書

入

門

一

珂

翻

む

ぶ

れ

で

あ

「

浅

り

一

人

ミ

結

婚

を

す

も

一

(

松

尾

弥

太

郎

)

…

盤

刈

る

。

こ

の

?

の

グ

ル

川

プ

も

オ

i
〆
一
⑤
人
類
の
あ
け
ぼ
の
上
下
一

鑑

品

職

業

の

ち

害

者

と

な

る

。

そ

し

た

ら

、

一

(

イ

ー

ジ

ー

ホ

ワ

イ

ト

)

…

麟
大
が
い
が
お
夫
婦
守
つ
れ
の
旅
行
を
し
た
い
」
一
⑥
人
間
の
魅
力
(
田
辺
昇
一
)
一

瞬

ま

互

い

に

物

と

い

っ

て

い

る

o

一

⑦

美

徳

の

不

幸

一

越

釦

珍

し

い

話

こ

の

グ

ル

ー

プ

;

ろ

三

(

マ

ル

キ

ド

サ

ド

千

轟

4

題
を
か
も
と
し
て
で
ま
た
も
の
で
は
な
く
一
(
渋
沢
龍
彦
・

2

麟

較

し

出

す

結

い

つ

の

間

に

か

気

の

す

連

中

一

⑧

お

お

い

雲

(

石

原

慎

太

郎

三

間
離
果
と
な
り
が
寄
り
集
ま
っ
た
も
の
だ
と
い
一
⑨
お
く
の
ほ
そ
道

騒

音

よ

り

;

」

と

だ

。

ャ

シ

ク

ワ

ー

ル

ド

一

議

誠

)

f

、
:
一
層
は
ず
と
い
ラ
名
前
も
、
当
時
、
連
合
青
一
⑩
日
本
人
の
意
識
構
造

む
ば
泊
り
カ
食
べ
る
こ
と
な
年
団
(
約
百
五
十
人
〈
誌
、
?
一
一

(

会

田

雄

次

)

ら
食
料
品
屋
、
電
気
の
こ
と
な
だ
っ
た
と
い
之
か
ら
交
流
一
⑬
本
を
読
む
子
の
世
界
;
…

ら
電
気
屋
と
い
う
よ
う
に
、
何
を
申
し
込
ま
れ
た
際
、
必
要
に
一
(
堀
内
輝
一
一
一
)
一

を
や
っ
て
も
す
ぐ
間
に
合
う
7
と
迫
ら
れ
て
付
け
た
名
前
だ
と
い
一
⑫
お
母
さ
ん
な
ぜ
僕
を
生
ん
だ
一

えノ
o

こ
の
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
と
一

ぃ
U
J
:
主

、

だ

え

て

い

た

ダ

ン

ス

ミ

テ

ィ

一

ん

で

す

か

(

地

主

愛

子

二

!

、

H

J

ノ

l

一
⑬
親
と
子
(
曽
我
静
雄
)
…

刀
な
の
は
止
の
和
用
十
o

彼
五
い
尚
一
日
苗
一
比
一
一
一
U
川
日
l

一

⑭

断

絶

時

代

の

経

営

…

(
高
橋
達
男
)
日

愛
護
班
ら
と
と
も
に
住
吉
公
一
⑬
解
放
さ
れ
た
世
界
…

閣

に

植

樹

し

た

記

事

が

三

十

九

一

一

一

(

石

川

達

二

一

)

一

;

年

四

月

号

の

本

紙

に

も

掲

載

一

一

む

'

さ

一

⑬

奥

の

伊

予

路

一

計
れ
て
い
る
。
そ
の
苗
木
も
今
で
一
(
愛
媛
新
聞
社
)
一

泊

は

四

t
五

M
に
育
ち
、
住
土
星
一
⑫
わ
が
人
生
論
(
奥
原
潔
)
一

割
園
に
登
る
と
わ
ず
か
六
、
七
本
一
⑬
恋
川
(
瀬
戸
内
晴
美
)
一

だ

が

大

き

く

育

だ

ち

、

毎

春

き

一

⑬

人

斬

り

班

ド

一

れ
い
に
花
を
咲
か
せ
て
い
る
G

一

;
i

一

一

一

(

柴

田

錬

三

郎

)

一

と

に

か

く

、

独

身

当

時

一

一

一

勃
よ
く
働
き
、
よ
く
遊
び
、
む
一
⑫
人
間
の
心

A
亀
井
勝
一
郎
)
一

よ
旅
行
し
た
と
い
う
。
写
真
屋
さ
一

山
ん
の
い
る
グ
ル
ー
プ
だ
け
に
そ
一
一

l

i

討
の
記
録
も
ド
ッ
サ
リ
ノ
o

当
時
は
一
一
自
由
え
つ
ら
ん
日
時

附
一
行
四
人
の
女
性
も
い
た
そ
ラ
一
一
女
平
日
は
毎
日
午
前
九
時
か
一

で

-7

一

一

ら

午

後

五

時

ま

で

一

市
:
「
自
己
満
足
か
も
知
れ
な
い
二
女
土
曜
日
は
午
前
九
時
か
ら
一

七

、

コ

が

青

春

時

代

に

悔

い

な

一

一

一

指

し

」

と

口

を

そ

ろ

え

て

い

う

こ

一

一

正

午

ま

で

一

抹
の
グ
ル
ー
プ
な
ら
、
ま
引
が
い
二
(
日
曜
臼
は
休
み
)
一

ど

な

く

い

つ

ま

で

も

う

ま

く

つ

づ

二

貸

出

自

一

兆
く
の
で
は
と
恩
わ
れ
る
。
ニ

ロ

メ

ン

パ

!

紹

介

二

党

毎

週

月

曜

日

と

木

曜

日

。

一

水
沼
秋
文
ト
井
内
且
、
熊
野
二
受
付
時
聞
は
午
前
九
時
か
一

昭
、
青
野
凱
、
山
下
国
広
、
戸
二
ら
午
後
六
時
ま
で
一

回
侃
志
U
い

ず

れ

も

大

字

長

浜

一

一

一

い
い
け
ヤ

ゲ

中実公民館図書室

ン

ワ

ノレ

、、、i
ー

ー



だ

さ

い

。

二

は

、

役

場

税

一

一

¥
4叫
到
川
サ
グ
有
線
放
送
電
話
も
番
号

務

課

へ

お

た

ず

ね

く

だ

さ

る

か

二

弘

べ

約

マ

で

申

し

込

み

ま

せ

ん

と

一

い

ま

た

は

、

こ

と

し

も

上

記

の

と

一

一

一

ト

d
叫

鳴

い

こ

お

つ

な

ぎ

で

き

ま

せ

ん

。

一

友

田

お

り

の

日

程

で

例

年

の

よ

ラ

に

二

F
N引
¥

テ

¥

¥

で

す

か

ら

つ

ぎ

の

加

除

一

:

ー

一

三

月

七

日

「

申

告

相

談

日

」

を

設

け

て

相

ご

く

コ

弘

ミ

訂

正

表

は

、

い

ま

す

ぐ

一

談

に

応

じ

る

一

方

、

申

告

を

受

二

i
A
父

¥

電

話

帳

に

転

記

し

て

く

一

/

¥

一

三

月

八

日

け

付

け

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

一

一

一

一

ヂ

だ

さ

い

。

一

用

の
で
、
こ
れ
を
ご
利
用
く
だ
さ
一
役
場
税
務
課
で
は
、
こ
と
し
一

一

三

月

九

日

;

一

も

、

み

な

さ

ん

に

自

分

の

ラ

ち

一

1
1
1
1
1
1
1
1
J
1
1
J

一

一

二

月

十

日

し

一

一

一

ri--ー一
竺

一

平

一

な

お

申

告

相

談

の

際

は

、

申

一

の

固

定

資

産

の

内

容

を

点

検

し

一

葉

一

考

利

官

業

一

一

考

一

一

グ

一

告

書

用

紙

印

鑑

、

収

入

参

考

資

一

て

い

た

だ

く

意

味

で

、

三

月

二

時

一

J

1

l

ョ

一

「

一

一

一

。

」

一

三

月

十

三

百

一

料

、

医

療

費

、

生

命

保

険

料

な

一

日

か

ら

同

月

二

十

日

ま

で

の

期

一

日

一

備

砂

左

漁

一

一

備

一

一

1
l
z

ご

一

前

に

生

ま

れ

汀

叶

一

二

申

告

の

方

法

可

領

収

書

を

ご

持

参

く

だ

さ

一

割

問

刊

誌

吉

田

EF1一時
晶
骨
一
ム

E

L

E
問

央

守

山

一

一

計

一
た
だ
し
、
つ
ぎ
の
人
は
申
告
一
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
一
一
に
え
つ
ら
ん
く
だ
さ
い
一
簿
一
軒
一
対
刊
駅
一
昨
史
小
一
一
軒
一
穂
阜
市
一
紺
中
一
一
久
一
一
は

一
し
な
く
て
も
結
構
で
す
Q

一
い
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
区
長
一
申
告
額
と
税
務
課
調
査
下

l
s
?
L
f
B間年
計

一

山

一

一

言

一

一

L
j
一
一
こ

一

O
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
一
さ
ん
寸

1
じ

て

申

告

書

を

送

付

一

額

が

異

な

る

と

き

は

一

一

番

一

三

コ

ヨ

」

τ一
叩
作
一
一
号
一
三
間
一
前
三
八

一

た

人

一

し

ま

す

一

申

告

さ

れ

た

額

と

、

税

務

課

一

事

項

を

記

入

し

て

、

ご

自

分

一

語

一

番

シ

3
3
7
Z
L
v

一
宮
一
一
一
番
一
子
一
単
一

M
L
一

ろ

一

。

日

計

時

限

一

月

イ

M
H許
可
ト
一
が
資
料
な
ど
で
調
査
し
た
額
と
一
説
日
間
い
日
間
一
鵠
一
一

i
r
i矧
十
一

j

?と
一

L間
一
し
同
一
一
;

の
申
告
は
一
一
一
月
十
五
日
ま
で
に
一
に
所
得
の
な
し
人
一
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
あ
な
た
一
が
異
る
場
合
は
、
税
務
課
の
方
一
ぃ
。
「
使
用
許
可
願
書
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の
一
放
一
名
打
円
相

U
U
一

T
一
日
一
一
名
一
四
」
引
一
正
一
一
一
一
と

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
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一

O
勤
務
先
の
事
業
所
か
ら
、
一
の
収
入
金
額
を
は
じ
め
、
そ
の
一
で
更
正
決
定
(
あ
ら
た
め
た
だ
一
用
紙
は
民
生
委
員
宅
に
あ
り
一
員
一
一
勝
末
混
信
恭
勝
重
一
一
一
正
一
一
刑
一
語
一
一
一
己
進
一
一

一
、
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
一
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
一
位
要
事
項
を
記
入
し
、
主
い
抗
日
時
間
三
一
ま
す
o

一
割
一
目
山
田
上
本
一
一
一

i
一
一
日
間
一

4
一

円

一

一

る

ら

な

い

人

し

て

い
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で

、

給

与

所

一

押

し

て

役

場

税

務

課

か

、

ま
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一

一

0

0
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一
二
日
一
ユ
日
十
十
い
一
ケ
]
一
:
一
ほ
っ
一
七
一
丁
尚
一
山
一
一
え

昭
和
一
一
十
七
年
一
月
一
日
以
一
得
以
外
に
所

1な
日

1111月
1
H
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一
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こ

ろ
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査
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共
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設
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仏
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氏
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片
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一
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一
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一

一
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一
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古
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い
っ
た
生
活
改
善
は
一
ゆ
一
-

|
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坊

、

櫛
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2
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引
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い
ま
、
町
で
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四
十
七
年
度
一
(
聞
き
取
り
さ
に
か
け
た
あ
と
融
機
一
一
川
一

J
j。
時

計

十

費

お

よ

び

そ

の

一

日

臨

時

三

五

五

恒
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顎
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あ
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と
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一
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(
五
十
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ま

1
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審
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鱗
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塾
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菊
岡
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J
J
2
0
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用
許
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検
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齢
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茂
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鎌
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瓦
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円
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一
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一
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宅
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手
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定
の
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額
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十
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話

時

刊
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守

一

0
耐
火
構
造
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一
て
町
の
つ
く
っ
た
基
本
構
想
の
一
の
ほ
ど
低
所
得
世
帯
の
か
た
が
一

O
長
浜
町
に
住
ん
で
い
る
人
で
一
収
入
総
額
六
三
九
、
四
一
童
会
一
同
一
、
七
O
O円
マ
主
七
O
円
マ
母
子
お
よ
び
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子
家
一
リ
八
多
喜
衛
生
課
勤
務
一
ね
て
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
預
一
貸
付
け
額
一
は
、
公
庫
の
一
般
一
住
宅
三
十
年
以
内

一
原
案
を
審
議
検
討
、
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部
修
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一
た
に
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で
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し
て
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た
だ
一
低
所
得
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の
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円
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茂
小
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校
児
童
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五
八
五
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庭
(
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人
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に
九
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一

O
一
門
退
職
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(
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日
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貸
付
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度
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貸
付
け
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に
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で
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一
意
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を
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般
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円
マ
親
和
国
里
親
の
会
八
、
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と
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し
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付
け
を
受
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し
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万
円
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四
、
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八
五
円
マ
長
浜
一

O
O円
マ
大
字
仁
久
の
尾
崎
起
一
(
九
人
)
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、
三
六
O
円
マ
塁
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門
異
動
〕
(
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月
一
日
付
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一
宅
建
設
資
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の
貸
付
け
u

と
い
一
こ
と
が
で
き
、
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た
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一
な
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が
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で
、
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一
乙
の
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案
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一
i
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金
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で

も

荊

一
県
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こ
な
ラ
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
一
五
日
か
ら
貸
出
し
を
開
始
し
ま
一
世
話
料
な
ど
浜
中
学
校
生
徒
会
二
一
一
、
八
五
一
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老
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ホ

l
ム
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指
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て
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一
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円
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室

へ

な

み
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が
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